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大
だ
が
、平
年
ベ
ー
ス
で
ど
の

程
度
の
税
収
が
増
え
る
の
か
。

答　

平
成
26
年
度
と
比
べ
て

平
成
28
年
度
に
は
1
千
万
円
ほ

ど
税
収
が
増
額
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

問
　
小
型
特
殊
、つ
ま
り
農
耕

用
も
増
税
に
な
る
。自
動
車
税

の
目
的
か
ら
も
疑
問
で
あ
り
、

ま
た
市
独
自
で
も
変
え
ら
れ
る

内
容
で
農
業
振
興
の
面
か
ら
も

対
応
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

近
隣
市
町
村
で
も
同
じ

税
率
で
あ
り
、税
の
公
平
性
、均

衡
性
を
加
味
し
た
結
果
で
あ
る
。

こ
こ
に
交
付
税
措
置
を
見
込
む

と
2
6
0
0
万
円
の
減
収
と
予

想
し
て
い
る
。

軽
自
動
車
税
の
税
率
引
上
げ

　

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
二

輪
車
、小
型
特
殊
自
動
車
等
に

係
る
軽
自
動
車
税
率
が
平
成
27

年
度
分
か
ら
上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
軽
四
輪
車
等
に
係
る
軽

自
動
車
税
に
つ
い
て
、平
成
27

年
4
月
1
日
以
降
に
最
初（
新

車
）
の
新
規
検
査
を
受
け
る
車

両
か
ら
税
率
が
上
が
り
ま
す
。

問
　
い
わ
ば
大
衆
課
税
の
増

中
間
税
率
へ
の
変
更

問
　
制
限
税
率
か
ら
中
間
税

率
に
変
更
す
る
理
由
は
何
か
。

答　

東
御
市
は
14
・
7
％
の
制

限
税
率
を
と
っ
て
い
た
が
、従

前
か
ら
法
人
の
連
合
会
よ
り
標

準
税
率
の
採
用
を
要
望
さ
れ
て

い
た
。地
元
企
業
へ
の
税
負
担

軽
減
と
し
て
も
行
う
こ
と
に
し

た
。

問
　
税
収
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答　

法
人
住
民
税
法
人
税
割

の
税
率
引
下
げ
に
よ
る
減
収
は

5
3
0
0
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。法
人
住

民
税
法
人
税
割
の
税
率
を
引
下

げ（
県
・
市
合
計
4
・
4
％
）、引

下
げ
分
を
地
方
法
人
税
と
し
て

徴
収
し
て
地
方
交
付
税
の
原
資

に
あ
て
ま
す
。地
方
交
付
税
で

は
減
収
分
の
75
％
が
補
て
ん
さ

れ
、不
交
付
団
体
と
の
格
差
是

正
を
行
い
ま
す
。企
業
の
実
質

的
負
担
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、自
動
車
取
得
税
の
引

下
げ
や
地
方
税
収
の
減
収
分
の

代
替
え
と
し
て
軽
自
動
車
税
の

税
率
引
上
げ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、東

御
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

国
の
税
制
改
正
の
概
要

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
は
地
方

消
費
税
を
増
や
し
ま
す
が
、地

方
自
治
体
間
の
税
収
格
差
を
広

げ
ま
す
。そ
の
格
差
を
法
人
住

民
税
等
の
見
直
し
で
是
正
す
る

た
め
に
地
方
法
人
税（
国
税
）

と
で
延
長
を
お
願
い
し
た
。来

年
以
降
に
関
し
て
は
明
確
で
は

な
い
。

教
育
・
福
祉

問
　
発
達
障
が
い
早
期
支
援

研
究
事
業
補
助
金（
国
庫
補
助
）

の
内
訳
は
な
に
か
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
発
達
障

が
い
を
早
期
に
見
つ
け
て
そ
の

対
応
を
探
る
た
め
の
国
の
新
規

補
助
事
業
で
あ
る
。主
に
、子
ど

も
た
ち
の
状
態
判
定
な
ど
を
行

う
臨
床
心
理
士
の
人
件
費
な
ど

に
充
て
る
。当
初
予
定
し
た
費

用
の
3
0
0
万
円
ほ
ど
に
今
年

度
に
な
っ
て
国
の
予
算
が
付
き
、

そ
れ
を
財
源
と
し
て
改
め
て
充

て
る
事
に
な
っ
た
。

地
域
住
民
の
情
報
が
大
切
で
あ

り
、協
力
を
得
な
が
ら
進
め
た

い
。ま
た
計
画
の
概
要
が
で
き

た
段
階
で
説
明
会
を
行
っ
て
、

内
容
を
知
ら
せ
て
い
き
た
い
。

東
御
市
観
光
協
会
補
助
金

問
　
銀
座
に
オ
ー
プ
ン
す
る

信
州
首
都
圏
総
合
活
動
拠
点
出

展
に
関
す
る
補
助
金
の
具
体
的

な
内
容
は
な
に
か
。

答　
「
し
あ
わ
せ
信
州
シ
ェ
ア

ス
ペ
ー
ス
」※
で
、基
本
的
に
は

市
の
P
R
を
行
っ
て
い
く
。市

か
ら
観
光
協
会
へ
委
託
し
て
、

今
後
、専
門
的
な
企
業
と
相
談

し
な
が
ら
市
の
P
R
を
検
討
す

る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進

事
業

問
　
国
庫
補
助
の
狭
あ
い
道

路
整
備
等
促
進
事
業
は
25
年
度

の
時
限
立
法
だ
っ
た
が
継
続
と

い
う
こ
と
か
。

答　

必
要
な
事
業
と
い
う
こ

雪
害
対
策

問
　
雪
害
対
策
に
つ
い
て
、既

に
農
業
生
産
に
入
っ
て
い
て
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
復
興
に
取
組

む
余
裕
が
な
い
。来
年
度
に
繰

り
越
し
た
場
合
の
対
応
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　

来
年
へ
繰
り
越
し
な
ど
、

具
体
的
な
内
容
は
な
い
が
、県

へ
要
請
し
て
い
る
。

御
堂
地
区
関
連
事
業

問
　
御
堂
地
区
荒
廃
農
地
復

旧
事
業
の
業
務
委
託
す
る
内
容

は
な
に
か
。

答　
実
施
計
画
作
成
と
換
地
計
画

の
作
成
業
務
を
1
1
2
3
万
5
千

円
で
委
託
す
る
。

問
　
委
託
す
る
計
画
づ
く
り

の
中
で
、
大
量
降
雨
が
あ
っ
た

場
合
の
排
水
な
ど
、
下
流
域
も

含
め
た
災
害
対
策
も
検
討
す
べ

き
課
題
で
は
な
い
か
。

答　

安
全
対
策
を
計
画
の
中

で
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え
る
。

点
へ
の
出
展
補
助
金
で
す
。県

補
助
金
、基
金
繰
入
金
な
ど
を

財
源
と
し
て
増
額
補
正
を
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も

活
発
に
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
の
主
な
内
容
は
、雪
害
対

策
補
助
金
、御
堂
地
区
関
連
事

業
委
託
料
、介
護
施
設
へ
の
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
設
置
補
助

金
、信
州
首
都
圏
総
合
活
動
拠

第2回定例会

　

今
年
10
月
下
旬
、東

京
銀
座
に
長
野
県
が

設
置
す
る
首
都
圏
総

合
活
動
拠
点
の
名
称
。

県
は
こ
の
拠
点
を
県・

市
町
村・
企
業
が
連
携

し
て
活
用
し
、信
州

フ
ァ
ン
の
増
加
を
目

指
し
て
い
る
。

ミニ解説 し
あ
わ
せ
信
州
シ
ェ
ア

ス
ペ
ー
ス
と
は
？

　
平
成
26
年
度
第
2
回
定
例
会
は
、6
月
5
日
か
ら
26
日
ま
で
の
22
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。議
案
は
平
成
26
年
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
14
件
が
提
案
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
承
認 

・ 

可
決
さ

れ
ま
し
た
。補
正
予
算
の
雪
害
対
策
は
9
億
6
0
0
0
万
円
で
、補
正
予
算
総
額
9
億
8
6
5
0
万

円
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

一般会計補正予算、税条例の一部 を改正する条例など審議

総
括
質
疑

雪害対策９億6,000万円　復旧へ本格化

一
般
会
計
補
正
予
算

東
御
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

経営体育成支援事業補助金
（雪害対策）960,000

御堂地区関連事業委託料
（計画書作成など） 11,235

小・中学校備品購入費 3,000

子ども子育て支援事業計画
作成業務委託料 2,600

介護施設スプリンクラー設備設置補助金 1,863

市観光協会補助金
（信州首都圏総合活動拠点出展経費補助金） 1,500

伝送路埋設管復旧工事費 1,220

近代化モデル事業所育成事業費 600

（千円）
一般会計補正予算の主な内容市税条例の一部改正の概要

平成27年度からの税率適用

平成28年度からの税率適用

車種区分 平成26年
（現行）

平成27年
（新税率）

原付50cc以下 1,000 2,000
原付50cc超90cc以下 1,200 2,000
原付90cc超125cc以下 1,600 2,400
ミニカー 2,500 3,700
軽二輪（125cc超250cc以下） 2,400 3,600
ボートトレーラー 2,400 3,600
二輪小型自動車（250cc超） 4,000 6,000
小型特殊自動車（農耕用） 1,600 2,400
小型特殊自動車（その他） 4,700 5,900
雪上車 2,400 3,600

車種区分 平成27年
（現行）

平成28年
（新税率）

四輪乗用（自家用） 7,200 10,800
四輪乗用（営業用） 5,500 6,900
四輪貨物（自家用） 4,000 5,000
四輪貨物（営業用） 3,000 3,800
三輪 3,100 3,900

（単位：円）

（単位：円）

※軽四輪車等の税率改正は、平成27年4月1日以後の新規登録車両が
対象となり平成28年度からの税収になります。

■法人住民税法人税割の税率改正及び同税
率を制限税率から中間税率へ変更

■軽四輪車等について最初の新規検査から
13年経過したものについて、標準税率の
概ね20％の重課税率適用
■「わがまち特例」の対象である公害防止
等施設などにかかる固定資産税の課税標
準の特例割合を、参酌割合を踏まえて定
める

■軽自動車税の標準税率引上げ
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る
こ
と
は
理
解
で
き
る
」「
こ
の

ま
ま
放
置
す
れ
ば
荒
廃
農
地
の

増
加
に
つ
な
が
る
」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果「
現
在
の
橋
梁
を

活
用
し
つ
つ
、さ
ま
ざ
ま
な
方

法
を
調
査
・
研
究
し
、地
元
の
皆

さ
ん
と
協
議
の
う
え
で
陳
情
の

趣
旨
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
検
討

す
る
こ
と
」
と
の
付
帯
意
見
を

つ
け
て
、趣
旨
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

要
な
橋
で
す
。し
か
し
幅
員
2
・

5
m
と
狭
く
、不
便
を
き
た
し

て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
現
地
視
察
を
行

い
、橋
梁
や
周
辺
農
地
等
の
状

況
、圃
場
整
備
を
行
っ
た
際
の

経
過
を
調
べ
ま
し
た
。市
担
当

者
か
ら
は
橋
梁
の
拡
幅
工
事
に

は
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
議
の
中
で
は「
こ
の
橋
が

地
元
に
と
っ
て
重
要
な
橋
で
あ

　

本
委
員
会
は
6
月
19
日
に
付

託
さ
れ
た
陳
情
2
件
の
審
査
を

23
日
に
実
施
し
、い
ず
れ
も
全

員
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

橋
梁
拡
幅
陳
情
は
趣
旨
採
択

　

委
員
会
で
は
赤
岩
区
提
出
の

「
赤
岩
押
出
し
線
橋
梁
拡
幅
の

陳
情
」
を
審
査
し
ま
し
た
。こ

の
橋
は
大
石
沢
川
の
急
峻
な
崖

に
架
か
っ
て
お
り
、地
元
区
民

の
方
が
日
常
的
に
利
用
す
る
重

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
陳
情
に
つ
い
て

　

東
御
市
で
は
、平
成
27
年
度

か
ら
の
第
6
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
向
け
て
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
陳
情
は
、本
年
4
月
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
た
消
費
税
財
源

を
的
確
に
活
用
し
な
が
ら
、全

国
の
自
治
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実

情
に
応
じ
て
、地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
、国
の

積
極
的
な
支
援
を
図
る
よ
う
求

め
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
中
で
は
、「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
し
っ
か
り

構
築
す
る
上
で
人
材
育
成
、地

域
連
携
、財
政
支
援
制
度
の
拡

充
な
ど
、い
ず
れ
も
地
方
自
治

体
に
と
っ
て
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
こ
れ
ら
の
項
目
は
必
要
な

支
援
策
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で

き
る
が
、社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
は
消
費
税
増
税
に
よ
る
国
民

負
担
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

　

本
委
員
会
は
、東
信
地
区
交

通
災
害
共
済
組
合
に
係
る
、規

約
の
変
更
、組
合
の
解
散
、解
散

に
伴
う
財
産
の
処
分
、東
北
信

市
町
村
交
通
災
害
共
済
事
務
組

合
へ
の
加
入
に
関
す
る
件
と
陳

情
1
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

東
信
地
区
交
通
災
害
共
済

組
合
に
つ
い
て

　

規
約
の
変
更
、解
散
、財
産
の

処
分
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い

が
、新
た
に
加
入
す
る
東
北
信

市
町
村
交
通
災
害
共
済
事
務
組

合
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、現

状
を
加
味
す
る
中
で
以
下
の
意

見
を
付
し
ま
し
た
。

　
「
加
入
率
の
向
上
を
図
る
た

め
に
は
、現
在
の
周
知
方
法
及

び
加
入
推
進
で
は
不
十
分
で
あ

る
と
考
え
る
。掛
金
の
納
入
方

法
も
、コ
ン
ビ
ニ
納
入
な
ど
も

導
入
し
、市
民
に
と
っ
て
利
便

性
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

東
北
信
市
町
村
交
通
災
害
共
済

事
務
組
合
に
お
い
て
検
討
さ
れ

た
い
」

車
両
か
ら
新
税
率
が
適
用
。詳

細
は
3
ペ
ー
ジ
）

税
の
公
平
性
に
意
見

　
「
道
路
の
通
行
が
少
な
い
農

耕
車
に
軽
自
動
車
税
が
な
ぜ
課

税
さ
れ
る
の
か
」と
の
問
い
に
、

「
小
型
特
殊
車
も
道
路
運
送
車

両
法
で
規
定
さ
れ
、財
産
権
に

基
づ
く
課
税
と
道
路
の
通
行
に

伴
う
経
費
負
担
の
二
面
か
ら
課

税
さ
れ
る
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
方
、ト
ラ
ク
タ
ー
等
も
法

律
で
登
録
が
規
定
さ
れ
て
い
た

が
、市
へ
届
出
さ
れ
て
い
な
い

事
例
も
あ
り
ま
す
。「
税
の
公
平

性
を
施
行
日
ま
で
に
検
討
さ
れ

た
い
」の
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
退
職
報
奨
金

一
律
5
万
円
ア
ッ
プ

　

非
常
勤
消
防
団
員
の
処
遇
の

改
善
を
図
る
た
め
、退
職
報
奨

金
の
支
払
額
を
勤
務
年
数
に
関

わ
ら
ず
一
律
5
万
円
増
額
し
、

4
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
6
月
19
日
に
付

託
さ
れ
た
条
例
2
件
、請
願
1

件
、陳
情
4
件
と
2
ヶ
所
の
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

法
人
市
民
税
は

中
間
税
率
へ
改
定

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
等
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ

り
、主
な
も
の
を
記
載
し
ま
す
。

法
人
市
民
税
法
人
割
の
税
率
を

見
直
し
、制
限
税
率
14
・
7
%
か

ら
中
間
税
率
10
・
9
%
へ
改
定

さ
れ
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
は
2
千
4
百
円
に

　

軽
自
動
車
税
の
軽
四
輪
車
及

び
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
用
）

の
標
準
税
率
を
自
家
用
乗
用
車

は
1
・
5
倍
、そ
の
他
は
1
・
25

倍
に
引
き
上
げ
、原
付
及
び
二

輪
車
の
標
準
税
率
を
1
・
5
倍

（
最
低
2
千
円
）
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
（
但
し
、軽
四
輪
車
等
は
27

年
4
月
1
日
以
降
の
新
規
登
録

市産材の加工場

大石沢川に架かる橋と加工所を視察しました
3月17日統合協定調印式が行われました

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

２７年４月から原付自転車
・軽自動車税が値上げ

交通災害共済組合の再編
市民にとっての利便性向上を求める

地
元
と
十
分
話
し
合
っ
て

解
決
策
を
探
っ
て
ほ
し
い

産業
建設

味
の
里
と
う
み
を
視
察

　

現
地
視
察
は
赤
岩
橋
梁
の
ほ

か
に
、加
工
所「
味
の
里
と
う

み
」を
視
察
し
ま
し
た
。組
合
長

か
ら
施
設
の
現
状
と
経
営
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

担
当
部
署
か
ら
の
報
告

　

委
員
会
で
は
担
当
部
署
か
ら

2
点
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。第
一
に
、こ
の
と
こ
ろ
の

雹
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
で
す
。第
二
に
3
月

議
会
の
際
、本
委
員
会
が
提
出

し
た「
荒
廃
農
地
復
旧
事
業
補

助
金
の
支
給
対
象
作
物
の
制
限

総務
文教

社会
福祉

　

な
お
、今
年
の
退
団
者
は
53

名
で
50
名
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

財
産
区
や
市
有
林
の

唐
松
材
を
有
効
活
用

　

田
中
保
育
園
の
建
設
に
財
産

区
等
の
唐
松
材
が
活
用
さ
れ
ま

す
。構
造
材
と
し
て
使
わ
れ
製

造
工
程
を
視
察
し
、多
く
の
部

材
が
製
品
と
し
て
仕
上
が
っ
て

い
る
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

り
、根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

陳
情
は
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま

し
た
。

の
撤
廃
を
求
め
る
付
帯
決
議
」

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
で
す
。

9
月
議
会
に
は
要
綱
の
改
定
に

つ
い
て
報
告
で
き
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
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一 般 質 問

市政を問う議員
11人

一般質問は、とうみケーブルテレビ、上田ケーブルビジョン及びエフエムとうみで中継

一 般 質 問 項 目

赤
ち
ゃ
ん
本
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
。

ま
た
、検
診
時
に
保
護
者
対
象

に
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
や
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
て
い
る
。

問
　「
家
族
全
体
で
本
を
読
む

日
」の
推
進
は
で
き
な
い
か
。

教
育
委
員
長　

み
ん
な
が
ど
の

家
庭
も
自
覚
し
て
子
ど
も
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
本
を
読
む
、そ

ん
な
時
間
を
持
ち
た
い
。い
ろ

問
　
図
書
館
開
館
1
周
年
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
状
況
、利
用
の

た
め
の
工
夫
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

25
年
度
末
で
図
書

館
の
登
録
者
数
は
人
口
の
約

48
％
、本
を
借
り
た
方
は
、約

14
％
。延
べ
約
12
万
4
千
人
が

来
館
し
多
く
の
市
民
が
利
用
。

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
開

催
。読
み
聞
か
せ
は
、お
話
会
や

問
　
海
野
地
区
で
進
め
ら
れ

て
い
る
都
市
整
備
事
業
の
内
容

は
。

都
市
整
備
部
長　

全
体
と
し
て

約
8
億
円
を
見
込
む
。そ
の
内

海
野
バ
イ
パ
ス
は
約
6
億
円
。

産
業
経
済
部
長　

駐
車
場
は
普

通
車
60
台
、大
型
車
5
台
を
確

保
。4
月
に
供
用
開
始
し
た
い
。

問
　
海
野
バ
イ
パ
ス
完
成
後

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。不
育

症
に
つ
い
て
も
他
市
町
村
の
状

況
を
参
考
に
考
え
て
参
り
た
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

問
　
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少

時
代
の
中
で
、地
域
に
住
む
一

人
ひ
と
り
を
い
か
に
地
域
で
支

え
合
う
か
と
い
う
仕
組
み
づ
く

の
海
野
宿
内
へ
の
交
通
制
限
は
。

都
市
整
備
部
長
　
交
通
規
制
を

模
索
。地
元
の
合
意
が
必
要
。

問
　
重
伝
建
保
存
地
区
の
全

国
大
会
が
来
年
東
御
市
で
開
催

す
る
。大
会
の
規
模
と
内
容
は
。

教
育
次
長　

全
国
で
1
0
8
カ

所
が
指
定
。文
化
庁
や
自
治
体
、

保
存
地
区
の
住
民
が
集
合
す
る
。

ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
な
る
。

り
が
必
要
だ
。ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
ケ
ア
を
す
る
た
め
に
は
徹
底

し
た
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
ど
う
考
え
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

調
査
の
重
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。す
で
に

要
介
護
認
定
者
に
対
し
て
は
調

査
を
実
施
し
た
。そ
の
ほ
か
の

高
齢
者
に
対
し
て
は
今
後
調
査

を
実
施
す
る
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
助

成
を

問
　
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
助

成
制
度
を
実
施
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長　

こ
れ
は
生
涯

一
回
受
け
れ
ば
よ
い
ワ
ク
チ
ン

で
八
千
円
程
度
か
か
る
の
で
、

で
き
る
限
り
自
己
負
担
を
抑
え

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　「
お
も
て
な
し
」
の
舞
台

は
整
っ
た
。メ
ジ
ャ
ー
な
観
光

地
と
し
て
全
国
発
信
す
る
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が
。

市
長　

海
野
宿
は
東
御
市
の
宝
、

国
の
宝
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

地
域
と
力
を
合
わ
せ
努
力
す
る
。

県
道
東
部
・
望
月
線
の
道

路
改
良
計
画
を
策
定

問
　
市
の
重
要
な
基
幹
道
路

と
し
て
県
道
東
部
・
望
月
線
が

あ
る
。改
良
計
画
は
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　

常
田
南
交
差

点
か
ら
改
良
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
先
の
所
沢
川
東
側
ま
で
道

路
改
良
計
画
を
策
定
し
、県
へ

要
望
し
て
い
く
。

問
　
道
路
改
良
計
画
が
具
体

的
に
進
む
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

都
市
整
備
部
長　

事
業
化
に
向

け
進
む
こ
と
が
可
能
。地
元
地

権
者
の
ご
理
解
を
願
い
た
い
。

交通規制は観光客へのおもてなし

地域包括ケアシステムの考え
（ 厚生労働省ホームページより）

熱心に聞く図書館のボランティアによる
読み聞かせ

三縄　雅枝議員

問答

不
妊
治
療
の
助
成
制
度
の
拡
充
を
!!

拡
充
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
く

阿部　貴代枝議員

問答

本
を
読
む
こ
と
が
あ
ふ
れ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
家
庭
も
自
覚
し
て
子
ど
も
た
ち
と

本
を
読
む
時
間
を
持
ち
た
い

櫻井 寿彦議員

問答

海
野
宿
を
メ
ジ
ャ
ー
な
観
光
地
へ

全
国
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス

海
野
宿
を
“国
の
宝″
と
自
覚
し

地
域
と
力
を
合
わ
せ
て
い
く

阿部貴代枝…………………………………………………
●高齢化にあった東御市らしい「 介護ケアや介護予防」

を市民と共に
●健全な100年後のために「 本を読むことが溢れている

まち」づくりを
櫻井　寿彦…………………………………………………
●観光地“海野宿”の「 おもてなし」の取り組みについて
●県道東部・望月線の改良促進について
三縄　雅枝…………………………………………………
●地域包括ケアシステムについて
●少子化対策、子育て支援策について
●成人用肺炎球菌ワクチンの定期接種化について
蓮見　喜昭…………………………………………………
●雪害にあったハウス撤去・再建の対応について
●ＮＨＫ大河ドラマ「 真田丸」の東御市における効果に

ついて
佐藤　千枝…………………………………………………
●学校図書環境の整備と充実について
●森林・里山の保全と活用について
山崎　康一…………………………………………………
●小学校改築計画について
●通学路について

●学校教育について
●中学校部活動について
若林　幹雄…………………………………………………
●国民健康保険税について
●鳥獣被害対策について
●ワイン人材育成への取り組みについて
平林　千秋…………………………………………………
●助産所とうみについて
●市職員・公用車駐車場について
●介護保険大改定への対応について
●障害者控除対象者認定制度について
窪田　俊介…………………………………………………
●子育て支援について
●高地トレーニング用プール施設について
横山　好範…………………………………………………
●農村環境の維持・保全について
依田　政雄…………………………………………………
●学校給食における食物アレルギー対策について
●行政情報のオープンデータ推進の取り組みについて
●「 ヘルプカード」の普及促進について
●「 読書通帳」の導入で読書意欲を高める取り組みにつ

いて

い
ろ
な
場
所
で
本
を
読
む
こ
と

を
推
進
し
た
い
。子
ど
も
た
ち

に
、絵
本
か
ら
始
ま
っ
て
、生
き

方
を
勉
強
す
る
よ
う
な
本
に
も

出
会
っ
て
ほ
し
い
。

介
護
保
険
は
ど
う
な
る

問
　
平
成
27
年
度
か
ら
第
6

期
の
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
。

初
年
度
と
25
年
度
の
比
較
は
。

健
康
福
祉
部
長　

13
年
間
で
、

約
1
・
3
倍
に
増
加
し
た
高
齢

者
数
に
対
し
、受
給
者
や
給
付

費
は
2
・
7
倍
、保
険
料
が
2
倍

に
増
加
し
て
い
る
。

問
　
要
支
援
1
、2
の
方
へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
か
ら
切

り
離
し
、市
町
村
事
業
で
行
な

う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が

要
支
援
者
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

介
護
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

A
議
員
の

市
か
ら
の
答えQ問い

問
　
少
子
化
の
中
で
子
ど
も

が
欲
し
い
け
ど
も
で
き
な
い
と

い
う
方
が
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
。お
金
と
時
間
が
か
か
る
。

市
に
お
い
て
も
助
成
制
度
は
あ

る
が
拡
充
は
で
き
な
い
か
。検

討
の
際
に
不
育
症
に
つ
い
て
も

検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

助
成
制
度
に

つ
い
て
期
間
の
延
長
等
拡
充
に
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一 般 質 問一 般 質 問

し
て
図
書
館
運
営
や
読
書
指

導
・
購
入
図
書
の
選
定
等
努
め

て
い
る
。学
校
図
書
館
事
務
部

会
で
市
立
図
書
館
司
書
と
情
報

や
意
見
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
学
校
図
書
館
の
役
割
が
重

視
さ
れ
る
中
、図
書
館
事
務
職
員

を
専
門
性
の
あ
る
学
校
司
書
と

し
て
処
遇
改
善
で
き
な
い
か
。

市
長　

職
員
定
数
が
決
め
ら
れ

問
　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
資

金
繰
り
や
生
活
費
は
大
丈
夫
か
。

産
業
建
設
部
長　

資
金
繰
り
等

で
相
談
を
受
け
た
方
に
は
制
度

資
金
や
被
災
者
向
け
経
営
体
育

成
支
援
事
業
の
補
助
金
を
案
内

し
て
い
る
。国
の
交
付
決
定
が

7
月
中
旬
ご
ろ
予
定
さ
れ
て
お

り
、支
払
い
は
そ
れ
以
降
の
開

始
と
な
る
が
、速
や
か
に
支
払

問
　
人
気
が
高
い
学
級
文
庫
の

蔵
書
を
望
む
声
が
多
く
聞
か
れ

る
が
、今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

本
が
満
た
さ
れ
る

読
書
環
境
づ
く
り
を
理
想
と
し

徐
々
に
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問
　
学
校
司
書
教
諭
と
図
書
館

事
務
職
員
と
の
連
携
や
市
立
図

書
館
職
員
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

関
係
職
員
と
連
携

問 

被
害
を
受
け
た
農
業
用
施

設
の
再
建
用
の
資
材
の
流
通
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

大
規
模
農
家

用
の
パ
イ
プ
は
比
較
的
手
に
は

い
る
が
、中
小
規
模
農
家
用
資

材
は
遅
れ
て
い
る
。今
後
も
県

を
通
じ
農
業
者
が
要
望
す
る
時

期
に
納
入
で
き
る
よ
う
に
要
請

し
て
い
く
。

問
　
朝
練
習
は
原
則
廃
止
と

し
、自
主
練
習
と
し
て
認
め
て

い
る
が
、や
る
な
ら
や
る
、や
ら

な
い
な
ら
や
ら
な
い
と
決
め
た

方
が
い
い
と
思
う
が
。

教
育
長　

朝
部
活
動
の
廃
止
は
、

部
活
動
を
や
り
た
い
と
い
う
意

欲
を
阻
害
す
る
も
の
で
な
く
自

主
練
習
に
つ
い
て
も
、生
徒
の

自
主
的
、自
発
性
を
尊
重
す
る

問
　
国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
が
大
き
い
と
い
う
ご
意
見
を

い
た
だ
く
が
現
状
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

国
保
は
国
民

皆
保
険
の
中
核
を
な
す
も
の
。

国
保
税
収
入
は
6
億
7
5
0

0
万
円
。滞
納
者
は
7
9
6
人
、

滞
納
額
は
1
億
3
千
万
円
だ
。

問
　
国
保
加
入
者
の
経
済
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

児
童
館
に
つ
い
て

問
　
児
童
館
の
担
当
部
署
が

変
わ
っ
た
が
、基
本
的
な
考
え

方
や
仕
組
は
変
わ
ら
な
い
と
い

う
事
だ
が
、児
童
館
を
使
え
な

い
高
学
年
の
児
童
の
居
場
所
を

確
保
し
て
ほ
し
い
。

教
育
次
長　

こ
れ
か
ら
は
高
学

市
民
生
活
部
長　

所
得
ゼ
ロ
か

ら
1
5
0
万
円
の
方
が
全
体
の

8
割
を
占
め
る
。

問
　
こ
う
し
た
方
々
へ
の
軽

減
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

減
免
制
度
な

ど
が
あ
る
の
で
、窓
口
で
相
談

に
応
じ
て
い
る
。

問
　
負
担
軽
減
措
置
と
し
て

3
8
0
0
万
円
の
一
般
会
計
か

年
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
る

必
要
が
あ
る
。児
童
館
・
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
も
全
小
学
校
の

児
童
も
対
象
に
す
る
よ
う
に
と
、

国
で
も
方
針
が
出
て
い
る
。

田
中
小
学
校
ト
イ
レ

に
お
い
問
題
に
つ
い
て

問
　
尿
石
除
去
剤
を
使
っ
て

対
応
し
て
い
る
が
、改
善
に
は

至
っ
て
い
な
い
現
状
が
伺
え
る
。

長
年
の
懸
案
事
項
で
、ト
イ
レ

の
つ
く
り
か
え
も
含
め
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
次
長　

ト
イ
レ
の
に
お
い

に
つ
い
て
は
、田
中
小
学
校
に

限
ら
ず
ほ
か
の
学
校
で
も
課
題

に
な
っ
て
い
る
が
、子
ど
も
の

安
全
性
、教
室
確
保
と
い
っ
た

課
題
に
比
べ
る
と
、そ
の
次
の

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

ら
の
繰
入
れ
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。計
画
で
は
今
後
も
5
千
万
円

の
繰
入
れ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

市
民
生
活
部
長　

繰
入
れ
が
確

定
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問
　
市
が
作
っ
た
目
標
だ
。負

担
軽
減
の
た
め
努
力
す
べ
き
だ
。

市
長　

現
状
で
た
て
た
計
画
だ
。

有
害
鳥
獣
対
策
は
ど
う
か

問
　
被
害
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

産
業
経
済
部
長　

被
害
額
は

1
5
0
0
万
円
、う
ち
果
樹
が

1
2
0
0
万
円
だ
。

問
　
ぶ
ど
う
農
家
で
は
カ
ラ

ス
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
深
刻
だ
。

取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
だ
。

産
業
経
済
部
長　

研
究
し
た
い
。

問
　
信
毎
に
掲
載
さ
れ
た
ワ

イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
と
は
何
か
。

市
長　

日
本
ワ
イ
ン
農
業
研
究

所
が
行
う
も
の
で
、ワ
イ
ン
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

小学校トイレ

ハクビシン捕獲講習会 昨年より100冊から半減した小学校学級図書

大雪災害の復旧が進むぶどう園

佐藤　千枝議員

問答

小
中
学
校
学
級
文
庫
へ
の
貸
出
数
、

半
減
の
理
由
は

新
図
書
館
に
な
り
、来
館
者
数
や

貸
出
冊
数
が
伸
び
て
い
る
た
め

蓮見　喜昭議員

問答

大
雪
災
害
の
そ
の
後
の
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

支
援
制
度
等
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

営
農
継
続
を
推
進
し
て
い
く

山崎　康一議員

問答

中
学
校
部
活
動
朝
練
習
の現在

の
状
況
は

朝
の
部
活
動
は原

則
中
止
と
し
て
い
る

若林　幹雄議員

問答
「
国
民
保
険
税
の
負
担
が
大
き
い
」

と
い
う
意
見
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か

負
担
軽
減
の
た
め
に力を

尽
く
し
て
い
る

て
お
り
、正
職
の
配
置
に
関
し

て
現
時
点
で
は
他
の
部
署
の
正

職
を
削
る
予
定
は
な
い
。

森
林
・
里
山
の
保
全
に
つ
い
て

問
　
保
全
の
取
り
組
み
状
況

と
課
題
は
何
か
。

産
業
経
済
部
長　

国
や
県
の
補

助
事
業
や
県
森
林
づ
く
り
県
民

税
を
活
用
し
、年
平
均
約
75 

ha

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。課
題

は
、駆
除
・
伐
採
処
理
が
追
い
つ

か
な
い
感
染
力
の
強
い
松
く
い

虫
対
策
で
あ
る
。

問
　
奈
良
原
の
市
有
林
に
お
け

る
森
林
保
全
協
定
と
は
な
に
か
。

産
業
建
設
部
長　

昨
年
10
月
に

N
P
O
リ
タ
ー
ン
・
ト
ゥ
・
フ
ォ

レ
ス
ト
ラ
イ
フ
と
10
年
間
の
協

定
を
締
結
し
、今
後
は『
市
民

の
森
』の
設
置
を
目
指
す
。

　

他
に
、学
校
教
育
に
お
け
る

木
育
活
動
推
進
に
つ
い
て
質
問
。

い
が
で
き
る
よ
う
態
勢
を
整
え

て
い
る
。業
者
へ
の
支
払
い
が

必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、先
ほ

ど
の
制
度
資
金
な
ど
を
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
る
。

「
真
田
丸
」の
効
果
に
つ
い
て

問
　
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で

放
映
が
決
ま
っ
た「
真
田
丸
」

に
つ
い
て
東
御
市
で
の
効
果
は

ど
う
か
。

市
長　

関
係
市
町
村
及
び
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、広

域
的
な
観
光
情
報
の
発
信
を
推

進
す
る
。そ
し
て
湯
の
丸
高
原

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
プ
ー
ル

施
設
の
誘
致
活
動
と
あ
わ
せ
、

「
湯
の
丸
、日
の
丸
、真
田
丸
」

と
し
て
つ
な
が
る
よ
う
努
力
す

る
。
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一 般 質 問一 般 質 問

問
　
有
識
者
会
議
の
最
終
報

告
の
取
組
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
、当
市
の
学
校
給
食
に
お

け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は
。

教
育
次
長　

学
校
給
食
の
衛
生

管
理
基
準
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

整
理
し
東
御
市
教
育
委
員
会
と

し
て
も
早
急
に
指
針
を
定
め
徹

底
し
た
い
。

定
し
て
い
な
い
。

問
　「
障
が
い
者
、子
ど
も
、高

齢
者
も
使
い
や
す
い
、や
さ
し

い
施
設
」の
検
討
は
ど
う
か
。

市
長　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
点
で
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ア

ン
も
使
い
や
す
い
施
設
と
言
う

事
が
大
前
提
で
あ
る
。そ
う
い

う
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
中
心

と
し
た
施
設
を
先
ず
は
っ
き
り

他
社
に
転
貸
し
営
業
用
の
貸
駐

車
場
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。こ

う
し
た
土
地
を
市
の
公
用
車
駐

車
場
と
し
、事
態
を
容
認
し
て

い
た
ら
東
御
市
の
農
地
行
政
の

信
頼
性
、公
正
さ
を
損
な
う
。速

や
か
に
調
査
し
、対
応
を
。

総
務
部
長　

法
に
の
っ
と
っ
た

処
理
を
し
て
い
る
。農
業
委
員

会
の
ご
指
導
が
あ
れ
ば
そ
の
段

問
　
施
設
の
規
模
は
付
帯
施
設

も
含
め
て
ど
の
程
度
の
も
の
か
。

市
長　

プ
ー
ル
は
、50
ｍ
プ
ー

ル
・
10
レ
ー
ン
・
水
深
2
ｍ
以
上

の
も
の
と
、25
ｍ
プ
ー
ル
・
6

レ
ー
ン
・
水
深
1
・
5
ｍ
程
度
の

2
基
を
要
望
し
て
い
く
。付
随

し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
な
ど

が
見
込
ま
れ
る
が
、現
時
点
で

面
積
等
の
規
模
に
つ
い
て
は
確

問
　
県
の
市
公
用
車
駐
車
場

用
地
は
田
中
の
有
限
会
社
が

「
自
社
の
従
業
員
駐
車
場
」
と

し
て
農
地
転
用
申
請
を
し
た
も

の
だ
。転
用
違
反
の
疑
い
が
濃

厚
だ
。

総
務
部
長　

転
用
目
的
に「
駐

車
場
」と
あ
り
問
題
な
い
。

問
　
農
業
委
員
会
が
申
請
を

審
査
・
許
可
し
た
後
に
土
地
を

問
　
農
家
数
、耕
作
面
積
、農

業
従
事
者
の
推
移
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

平
成
22
年
の

農
家
数
は
２
５
４
７
戸
で
平

成
２
年
比
77
％
、耕
地
面
積
は

１
７
６
５
ha
で
同
73
％
、農
業

就
業
人
口
は
２
０
９
０
人
で
同

53
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
主
に
農
家
が
管
理
す
る

農
道
、畑
灌
、た
め
池
、用
排
水

行
政
情
報
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
の
推
進
を

問
　
行
政
機
関
が
保
有
す
る

公
共
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
化
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

総
務
部
長　

デ
ー
タ
の
提
供
に

必
要
な
ル
ー
ル
の
整
備
、公
開

方
法
及
び
費
用
対
効
果
を
検
討

し
た
上
で
、出
来
る
も
の
か
ら

路
な
ど
農
業
施
設
の
市
内
設
備

状
況
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

農
道
延
長

は
６
万
８
４
２
ｍ
、畑
灌
施
設

は
昭
和
62
年
か
ら
平
成
６
年

に
か
け
て
合
計
３
６
０
ha
に
施

設
が
整
備
さ
れ
た
。た
め
池
は

１
６
８
カ
所
あ
る
。用
排
水
路

の
延
長
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
　
各
施
設
の
補
修
等
に
要

順
次
行
政
情
報
の
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
を
図
っ
て
い
く
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
の
取
組
を

問
　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、本
人

や
家
族
支
援
者
に
と
っ
て
安
心

を
与
え
る
。当
市
の
取
組
は
。

健
康
福
祉
部
長　

今
年
度
実
施

予
定
の
第
4
期
障
害
福
祉
計
画

策
定
過
程
の
中
で
必
要
性
に
つ

い
て
把
握
を
行
う
。

読
書
通
帳
の
導
入
を

問
　
借
り
た
本
の
履
歴
を
見

え
る
形
で
残
す
読
書
通
帳
の
導

入
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長　

自
動
貸
出
機
で
図

書
の
リ
ス
ト
が
出
る
の
で
こ
れ

を
読
書
通
帳
と
し
て
推
奨
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

す
る
経
費
の
状
況
及
び
市
の
対

応
は
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

25
年
度
は
、

畑
灌
幹
線
・
支
線
の
補
修
は
８

件
２
７
５
万
余
円
を
対
象
に

65
％
の
補
助
金
を
交
付
し
た
。

　

市
単
土
地
改
良
事
業
は
31
区

の
58
カ
所
か
ら
要
望
が
あ
り
、

19
カ
所
に
実
施
内
示
し
た
。ほ

か
に
災
害
や
緊
急
性
の
も
の
に

つ
い
て
は
予
算
を
追
加
す
る
。

問
　
国
の
新
規
事
業「
多
面
的

機
能
支
払
」
の
取
り
組
み
を
市

は
ど
う
進
め
る
か
。

市
長　

農
業
従
事
者
で
維
持
管

理
し
て
き
た
農
道
や
用
水
路
、

土
手
、た
め
池
等
が
、農
業
者
だ

け
の
責
任
で
は
管
理
し
き
れ
な

い
現
状
の
中
で
、国
全
体
で
必

要
な
事
業
で
あ
り
、市
と
し
て

は
、そ
の
仲
介
と
現
地
実
践
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

ため池大土手の草刈り作業

新たに検討されているプール建設候補地の位置

問題になった県134-1の市公用車・職員駐車場

自動貸出機のレシートを利用した
読書通帳もできる

依田　政雄議員

問答

学
校
給
食
に
お
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

東
御
市
教
育
委
員
会
と
し
て
も

早
急
に
指
針
を
定
め
徹
底
し
た
い

窪田　俊介議員

問答

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
プ
ー
ル
の

検
討
の
現
状
は
ど
う
か

必
要
な
施
設
概
要
が

ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

平林　千秋議員

問答

市
公
用
車
駐
車
場
用
地
は

農
地
転
用
違
反
の
疑
い
が
あ
る

問
題
は
な
い
。農
業
委
の
指
導
が

あ
れ
ば
検
討
す
る

横山　好範議員

問答

農
家
数
の
減
少
等
の
中
で
、農
村
・
農
業

環
境
の
維
持
・
保
全
は
ど
う
進
め
る
か

優
れ
た
景
観
を
守
り
続
け
る
た
め
に
、

全
体
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
る

さ
せ
て
い
く
。今
後
、多
く
の
方

に
利
用
し
て
も
ら
う
施
設
整
備
、

運
営
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
事

が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

問
　「
応
分
の
負
担
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

市
長　

誘
致
に
関
す
る
調
査
研

究
活
動
や
建
設
推
進
に
向
け
た

条
件
整
備
の
た
め
の
経
費
、誘

致
を
考
え
て
い
る
他
地
域
と
同

程
度
の
協
力
、設
置
者
の
希
望

や
要
求
を
考
慮
す
る
こ
と
を
排

除
す
る
も
の
で
は
な
い
、と
い

う
こ
と
の
表
明
で
あ
る
。施
設

運
営
費
に
つ
い
て
は
今
後
、施

設
建
設
の
見
通
し
が
た
っ
た
後
、

関
係
機
関
と
の
具
体
的
協
議
が

な
さ
れ
て
い
く
。市
と
し
て
も
、

諸
々
の
地
元
益
を
勘
案
し
応
分

の
負
担
も
視
野
に
入
れ
、末
永

く
こ
の
施
設
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

階
で
契
約
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
　
市
長
は
こ
の
有
限
会
社

の
取
締
役
だ
。転
用
申
請
の
経

緯
は
ご
存
じ
だ
な
。

市
長　

取
締
役
と
し
て
自
分
の

責
任
が
あ
る
土
地
だ
。

問
　
地
方
自
治
法
1
4
2
条

は
首
長
が
当
該
自
治
体
を
請
負

契
約
す
る
会
社
の
役
員
を
兼
職

す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

行
政
を
利
害
関
係
の
あ
る
私
企

業
と
隔
離
し
、行
政
の
公
正
さ

を
確
保
す
る
た
め
だ
。

市
長　

市
が
有
限
会
社
の
土
地

を
借
用
す
る
こ
と
に
何
ら
問
題

は
な
い
。

問
　
驚
く
べ
き
認
識
だ
。市
長

は
市
長
と
し
て
会
社
の
役
員
と

し
て
も
是
正
す
る
責
任
が
あ
る
。

（
質
問
の
後
、県
の
指
導
が
あ
り

一
定
の
是
正
が
図
ら
れ
た
）



2014年８月1日　東御市議会だより42号 平成26年８月１日　東御市議会だより42号   1213

建
物
の
減
額
措
置
、東
日
本

大
震
災
に
係
る
特
例
規
定
の

削
除
、譲
渡
所
得
に
係
る
個

人
市
民
税
の
課
税
特
例
な
ど

の
改
正
で
す
。

◆
都
市
計
画
税
条
例

　
　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、地
方
税
法
か
ら
引

用
す
る
条
項
に
移
動
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
る
改
正
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
及

び
介
護
保
険
分
の
賦
課
限
度

額
の
引
き
上
げ
、低
所
得
者

に
対
す
る
保
険
税
軽
減
判
定

所
得
基
準
額
の
引
き
上
げ
な

ど
の
改
正
で
す
。

第
2
回
定
例
会
で承

認
・
可
決
し
た
条
例
等

平成26年

◆
専
決
処
分
さ
れ
た
議
案
7
件

　
補
正
予
算
3
件
、条
例
の

一
部
改
正
4
件
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
25
年
度
一
般
会
計

　
　

2
億
7
7
7
4
万
1
千

円
減
額
し
、
総
額
予
算
は

1
9
8
億
4
2
8
7
万
2
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

事
業
の
確
定
に
伴
い
、国

や
県
の
補
助
金
、負
担
金
が

確
定
し
、事
務
事
業
の
不
用

額
の
減
額
、雪
害
被
害
に
よ

る
増
額
補
正
な
ど
で
す
。

◆
平
成
25
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計

　
　

82
万
8
千
円
追
加
し
、総

額
予
算
は
27
億
4
5
8

2
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
費
国

専
決
処
分
の

承
認
に
つ
い
て

補
正
予
算
　
３
件

庫
補
助
金
の
確
定
に
よ
る
増

額
、介
護
保
険
支
払
準
備
基

金
利
子
積
立
金
の
確
定
に
伴

う
増
額
補
正
で
す
。

◆
平
成
26
年
度
地
域
改
善
地
区

住
宅
改
修
資
金
貸
付
事
業
会

計

　
　

1
0
1
7
万
8
千
円
追
加

し
、総
額
予
算
は
1
1
4
2
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

前
年
度
決
算
に
お
い
て
生

じ
た
歳
入
不
足
額
に
充
て
る

た
め
の
繰
上
充
用
金
の
補
正

で
す
。

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例

　
　

市
民
病
院
に
勤
務
す
る
職

員
に
支
給
す
る
病
院
事
業
従

事
手
当
に
つ
い
て
、多
様
な

専
門
職
に
対
応
す
る
た
め
の

区
分
改
正
で
す
。

◆
税
条
例

　
　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、耐
震
改
修
さ
れ
た

条
例
の
一
部
改
正
　
４
件

東御市議会の政務活動費はどうなっているの追って
話題を

最近、ある県の議員の政務活動費
が話題になっています。

　そこで東御市議会の昨年度の政務
活動費について報告します。
　政務活動費は会派ごとに、一人あた
り年間12万円（月1万円）が支給され
ます。
　各会派責任者や会計担当者が最終
チェックをし、各年度の3月31日まで
に収支報告書に領収書を添付して、議
長に提出します。
　昨年度は、全会派の合計で先進地へ
の視察11市、研修７件、そのほかに資
料購入などがあります。
　使わなかった活動費合計188,625
円は返還しました。

会派名 人数 交付金額 支出金額 差引金額 返還額

太陽と風の会
（人）

480,000 502,991 △22,991 04

さ わ や か な
　 風 の 会　 3 360,000 394,429 △34,429 0

信 政 会 3 360,000 366,578 △6,578 0

公 明 党 2 240,000 155,743 84,257 84,257

日 本 共 産 党 2 240,000 332,920 △92,920 0

高 志 会 2 240,000 144,608 95,392 95,392

ひまわりの会 2 240,000 242,512 △2,512 0

無 所 属 1 120,000 111,024 8,976 8,976

合 　 計 19 2,280,000 2,250,805 29,195 188,625

△は会派各自が負担しています。

（ 単位＝円）

下記以外の議案等は、全会一致でした。

定例会の提出案件の審議結果第２回

　委員会審査結果に対する各議員の賛否　　（賛成「○」、反対「●」、議長「／」）

第2回　定例会の議決結果
議
　
案
　
番
　
号

会派名・議員名

案　件

議
決
結
果

東翔の会 太陽と風の会 さわやかな
風の会 公明党 高志会 日本

共産党

青
木
　
周
次

栁
澤
　
旨
賢

清
水
　
新
一

横
山
　
好
範

佐
藤
　
千
枝

櫻
井
　
寿
彦

阿
部
貴
代
枝

若
林
　
幹
雄

蓮
見
　
喜
昭

依
田
　
俊
良

井
出
　
進
一

長
越
　
修
一

山
崎
　
康
一

依
田
　
政
雄

三
縄
　
雅
枝

堀
　
　
高
明

町
田
　
千
秋

平
林
　
千
秋

窪
田
　
俊
介

議案第57号 東御市税条例の一部を改正する条例 可　決 / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

請願第5号
「集団的自衛権に関する憲法解釈を変
更しないことを求める意見書」の提出
を求める請願

不採択 / ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ●

陳情第15号 地域包括ケアシステム構築のため地域の実情に応じた支援を求める陳情書 採 択 / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

陳情第17号 国の責任による30人学級推進と、教育予算
の増額を求める意見書提出に関する陳情書 不採択 / ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

陳情第20号「集団的自衛権の行使は憲法上許されない」とする政府見解の堅持を求める陳情 不採択 / ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ●

採決結果:◎全会一致で可決、同意、承認　○賛成多数で可決　×否決

議案番号 案　　件 採決
結果

常任委員会審査結果
総務文教 社会福祉 産業建設

議案第49号 平成25年度東御市一般会計補正予算（第7号）の専決処分の承認を求めることに
ついて ◎ ― ― ―

議案第50号 平成25年度東御市介護保険特別会計補正予算（第4号）の専決処分の承認を求め
ることについて ◎ ― ― ―

議案第51号 平成26年度東御市地域改善地区住宅改修資金等貸付事業特別会計補正予算（第1
号）の専決処分の承認を求めることについて ◎ ― ― ―

議案第52号 東御市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の専決処分の承認
を求めることについて ◎ ― ― ―

議案第53号 東御市税条例及び東御市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の専
決処分の承認を求めることについて ◎ ― ― ―

議案第54号 東御市都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることにつ
いて ◎ ― ― ―

議案第55号 東御市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めること
について ◎ ― ― ―

議案第56号 平成26年度東御市一般会計補正予算（第1号） ◎ ― ― ―
議案第57号 東御市税条例の一部を改正する条例 ○ ◎
議案第58号 東御市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 ◎ ◎
議案第59号 東信地区交通災害共済組合規約の変更について ◎ ◎
議案第60号 東信地区交通災害共済組合の解散について ◎ ◎
議案第61号 東信地区交通災害共済組合の解散に伴う財産処分について ◎ ◎
議案第62号 東北信市町村交通災害共済事務組合への加入について ◎ ◎

請願第5号 「集団的自衛権に関する憲法解釈を変更しないことを求める意見書」の提出を求
める請願 不 採 択 不 採 択

陳情第14号 赤岩-押出線橋梁拡幅に関する陳情書 趣旨採択 趣旨採択
陳情第15号 地域包括ケアシステム構築のため地域の実情に応じた支援を求める陳情書 採 択 採 択
陳情第16号 鳥獣の捕獲促進体制強化の速やかな実施を求める陳情書 採 択 採 択

陳情第17号 国の責任による30人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書提出に関する陳
情書 不 採 択 不 採 択

陳情第18号 地方教育行政への国や首長の関与を強化する「地方教育行政の組織及び運営に関
する法律」の「改正」について慎重審議を求める意見書提出に関する陳情書 不 採 択 不 採 択

陳情第19号 「義務教育費国庫負担制度」の堅持を求める陳情書 採 択 採 択
陳情第20号 「集団的自衛権の行使は憲法上許されない」とする政府見解の堅持を求める陳情 不 採 択 不 採 択

常任委員会審査結果の「―」印は、委員会に付託されなかった案件です。
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ぎかい

市
議
会
で
は
年
1
回
行
政
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
4
〜
5
月
に
実
施
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
議
会
？

？

2014年８月1日　東御市議会だより42号 平成26年８月１日　東御市議会だより42号   1415

　東御市には、総務文教、社会福祉、産業建
設の３つの常任委員会があり、年１回、委

員会ごとに行政視察をおこなっています。他の
自治体などの進んだ経験を学び、市政発展や議
会活動の前進に役立てるためです。

　総務文教委員会【総務部、教育委員会を担当】では市
政運営や学校教育を中心に、社会福祉委員会【健康福祉
部、市民生活部、市民病院を担当】では市民生活や健康･
医療、福祉、子育て支援を中心に、産業建設委員会【都市
整備部、産業経済部を担当】では産業・観光振興や農業な
ど市の発展を中心に、それぞれテーマを決め、他の自治
体の先進例を調査し、視察先を決めています。
　行政施設には、各委員会のメンバーと共に担当部局の
部長なども同行しています。
　視察で得た成果を市政運営の参考にするとともに、庁
舎内で報告会を実施し、『議会だより』などで市民にお知
らせしています。

行政視察って何ですか？
？

Q

A

子どもの「生活習慣の向上」を目指し活動
●親も学校も地域も一緒に取組んで、「七のつく日は
ノーテレビ、ノーゲームの日」とし、「のばプロ」で情
報発信しています。抱える悩みは同じであると感じま
した。
市民が一緒になって使用できるプールを目指せ
●県が設置したプールでアスリートを含め年間2万8千
人が利用しており、県体育協会が県から指定管理を受
けています。体育館などを含め年間1億8千万円で運
営していますが、施設の建設・維持費の要否が今後の
課題と認識しました。

●瑞穂町では、東御市でも建設を計画している生ごみの
堆肥化処理施設を視察しました。臭気対策がしやすい
密閉型発酵方式の設備です。臭気はほとんど感じられ
ませんでした。
　　乾燥のために外部エネルギーを用いない自然発酵
方式でもあり、ランニングコストも優れるとの事業
者の感想でした。剪定枝を混ぜるなどの工夫で、臭気
軽減と良質な堆肥づくり
にも効果を上げています。
堆肥を使用した農家は、
リピーターになっている
とのことです。
●和光市、鶴岡市では少子
化高齢化、人口減少時代
に、いかに住み慣れた地
域で安心して暮らす事が

●甲賀市は滋賀県南部に位置する人口9万3000人の自
然豊かなまちです。丘陵と農地が複雑に入り組んでい
ることからシカやイノシシなどの鳥獣被害が深刻で、
平成23年から本格的な対策に取り組んでいるとのこ
と。その中でも470キロにも及ぶ防護柵を設置したり
狩猟用具などに手厚い補助金を支給するなど、被害鳥
獣に即した効果的な施策を実施していることが印象
的でした。こうした取り組みが功を奏し、平成25年度
の被害額は半減したとのことでした。
●五條市は奈良県の南にある人口3万4000人のまちで、

日本で初の「世界ジオパーク」に認定
●糸魚川市は「文化や物流」面において東西の分岐点と
も言われています。市内には24のジオサイトが残さ
れており、ジオパークとは大地の公園（遺産）であり、
保全し後世に伝承していくものです。その内の一つ
「親不知」の現地を視察し、自然立地の厳しさを実感し
ました。

「世界に通用する人材の育成」と「次世代リーダーの育成」
●英語に興味を持ち、小5〜中3の百人程度を「英検3級
合格者50%を目標」に掲げ、親善大使として12名を海

外に派遣しています。
●若者が理想とする
20年後の燕市の将
来像「未来ビジョン」、
「アクションプラン」
を策定し、次世代の
担い手育成を目標と
しています。

できるかという課題の中で、一人一人に焦点を当て、
見守っていく、介護予防、緩和ケアは共に共通するも
のがあると考え視察をしました。
　　両市共に、徹底したニーズ調査を行い、現状を十分
に把握し、それぞれのニーズに応えようとする熱い思
いの中で、一人一人の暮らしに寄り添っての事業展開
は大変参考になりました。

市の名前の由来となる5つの街道が通っているなど昔
から交通の要衝となっています。2010年12月に全
国88番目の重要伝統的建造物群保存地区に指定され、
観光への取り組みも本格化しています。地区内にある
医院を改修し、宿泊場所とする取り組みが始まってい
ました。当市でも滞在型宿泊施設の運用が始まること
もあり大変参考になりました。
●みなべ町は人口1万3000人、全国ブランドの「南高
梅」の発祥の地です。住民の7割が梅にかかわるなど全
国有数の梅の産地であり、生産シェアは約50%にのぼ

ります。町には
全国唯一の「梅
課」があり、梅
の販路開拓や
商品開発に積
極的に取り組
んでいること
が印象的でし
た。

子どもの教育と長水路プール等を視察総務文教
委 員 会
5月13日〜15日

●石川県七尾市…………「伸ばせ！七尾っ子プロジェクト」の取組みについて
●富山県総合体育センター（富山県富山市）…トップアスリートが利用する長水路プールについて
●新潟県糸魚川市………「糸魚川ジオパーク」の取り組みについて
●新潟県燕市……………「Jack＆Betty教室」について「つばめ若者会議」について

●高根商事㈱エルデガーデン（東京都西多摩郡瑞穂町）
　…………………………「生ごみ処理施設密閉型発酵方式プラント」について
●埼玉県和光市…………「介護予防事業の取り組み」について
●山形県鶴岡市（鶴岡市立荘内病院）
　…………………………「緩和ケア地域プロジェクトの取り組み」について

●滋賀県甲賀市………… 有害鳥獣被害防止対策について
●奈良県五條市………… 重要伝統的建造物群保存地区と観光振興について
●和歌山県みなべ町…… 地域ブランドによる地域振興の取り組みについて

生ゴミの堆肥化施設を視察

鳥獣被害と農業の６次産業化などを視察

社会福祉
委 員 会

産業建設
委 員 会

4月22日〜24日

5月12日〜14日

燕市役所最大の難所親不知・道の移り変わり

第4世代
（高速道）

第1世代
（波打ち際）

第2世代
（写真撮影場所）

第3世代
（国道8号）

和光市役所
鶴岡市立荘内病院

五條市重伝建地区を視察

みなべ町梅振興館前で
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こ
の
と
こ
ろ
異
常
気
象
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
度
重
な
る
降
雹
は
、ぶ
ど
う
、リ
ン

ゴ
な
ど
農
作
物
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。雹
は
局
地
的
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
、心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

6
月
定
例
会
の
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。な

お
、本
号
よ
り
新
し
い
企
画「
お
ら
ほ
の
取
り

組
み
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

読
ん
で
も
ら
え
る
、わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
引
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
感
想
・
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご 意 見 ご 感 想
　市議会だよりについて、ご意見・
ご感想また、市議会へのご意見・ご
要望もお受けしていますので、下記
までお寄せください。

横
山
　
好
範

［東御市議会広報紙］　第42号　◆発行/東御市議会　◆発行責任者/東御市議会議長　青木　周次
◆発行日/平成26年８月1日 　　◆編集/東御市議会広報調査特別委員会　印刷/中沢印刷株式会社

議会傍聴へようこそ
明日の東御市を拓く市議会◆あなたも参加しませんか… 第３回定例会における一般質問は

９月中旬に予定されています。

ほ
た
る
と
花
と
み
ど
り
の
里
づ
く

り
、
ほ
た
る
の
出
現
を
め
ざ
し
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

事
業
を
進
め
る
に
は
お
金
が
必

要
で
す
が
、
会
員
の
奉
仕
活
動
や

機
器
の
無
償
提
供
な
ど
に
よ
り

賄
っ
て
き
ま
し
た
。
ほ
た
る
の
生

態
に
詳
し
い
故
荻
原
卓
三
さ
ん
と

奥
さ
ん
の
献
身
的
な
ご
協
力
に
よ

り
、
２
０
０
匹
程
の
幼
虫
を
育
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
然
発
生

ま
で
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
・
川
の
浄
化
の
た

め
ビ
ニ
ー
ル
や
空
き
缶
な
ど
の
ゴ

ミ
拾
い
や
、
消
毒
液
の
扱
い
な
ど

を
上
流
の
区
へ
お
願
い
し
、
美
化

活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
14
・
15
・
16
年
に
補
助
金

を
年
80
万
円
頂
き
、
カ
ワ
ニ
ナ
水

路
の
新
設
を
行
い
、
ほ
た
る
の
餌

の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た

東あ
ず
ま
　
や屋
の
新
設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
ほ
た
る
は
自
然
発
生
で

多
い
時
は
５
０
０
匹
程
が
乱
舞
し

て
い
ま
す
。
蒸
し
暑
い
夜
が
適
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
力
か
県
外
か
ら
も
観
賞

に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

31
名
の
会
員
は
、
ほ
た
る
の
里

に
毎
年
た
く
さ
ん
の
ほ
た
る
が
飛

び
交
う
こ
と
を
願
い
、
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

ほ
た
る
の
里
は
、
和
小
学
校
近

く
の
金
原
川
支
流
の
西
川
本
流
で

す
。

　

継
続
は
力
な
り
と
申
し
ま
す
が
、

活
動
を
始
め
て
13
年
。
今
年
は
６

月
28
日
午
後
７
時
30
分
開
祭
式
を

行
い
ま
し
た
。
市
長
、
県
議
、
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
な
ど
来
賓
を

含
め
80
余
名
の
皆
さ
ん
に
参
加
頂

き
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
環
境
美
化
、
世

代
間
交
流
を
目
的
と
し
て
、
平
成

10
年
頃
か
ら
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

私
は
当
初
か
ら
主
体
的
に
関
わ
り
、

区
や
活
性
化
委
員
会
と
連
携
し
、

この広報は議員の自主編集で発行しています。

大川区ほたるの里委員会
委員長　出 沢 保 則

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

▲さあ、ほたる観察！

▲ほたるの乱舞


